
  

 浜松市障がい者自立支援協議会中エリア連絡会 

全体会会議録 
 
１ 開 催 日 時  令和５年９月２２日 午前１０時から正午 
 
２ 開 催 場 所  和合せいれいの里 研修センター ２階 研修室１ 
 
３ 出 席 状 況  委 員   浜松市リハビリテーション病院 

ウィズ蜆塚 
在宅支援センターぱぴるす 
ワークセンターふたば 
浜松市障害者相談員 
浜松市中区民生・児童委員協議会 
浜松市社会福祉協議会浜松地区センター 
相談支援事業所くすのき 

   欠 席   NPO 法人地域生活応援団あくしす 
 浜松市教育委員会指導課 

                地域包括支援センター和合 
          事務局   浜松市中障がい者相談支援センター 

浜松市中区社会福祉課 
その他     浜松市障がい者基幹相談支援センター 

        
４ 傍 聴 者  あり（Zoom 参加） ２７事業所２９名 
 
５ 議 事 内 容  １ 浜松市障がい者自立支援協議会について 
          ２ 浜松市障がい者自立支援協議会中エリア連絡会について 
          ３ 日中サービス支援型指定共同生活援助の評価・助言について 

４ その他協議事項 
          
６ 会議録作成者  浜松市中区社会福祉課障害福祉第二グループ 星野 
 
７ 記 録 の 方 法  発言者の要点記録 

          録音の有無  有・○無  

 
 

公開・非公開の別 □ 公 開 ■部分公開 
□ 非公開 



８ 会 議 記 録 
１ 開 会 司会   中障がい者相談支援センター 
 
２ あいさつ     中区社会福祉課長 
 
３ 議 題 

（１） 浜松市障がい者自立支援協議会について  
資料１ページから１１ページに基づき報告 

（２） 浜松市障がい者自立支援協議会中エリア連絡会について 
   資料１２ページから１５ページに基づき報告 
（３）日中サービス支援型指定共同生活援助の評価・助言について 

・【別紙】日中サービス支援型指定共同生活援助 実施状況報告に基づき報告 
・【別紙】ソーシャルインクルーホーム浜松神田町、ラシエル萩丘、ラシエル高丘 

より施設紹介 
（意見交換） 
・入所者が外部サービスを利用することで、入所者や職員に変化があったか。 

   →入所者ごとにマッチングがあるため、慎重に検討している。外部サービスを利用

することで、入所者は明るくなったり、笑顔が増えたり、サービスの利用回数が

増えたりと良い効果が出ている。また、職員は入所者が不在の時間帯に普段でき

ない清掃が出来たりしている。 
   ・日中の通所サービスを利用していない入所者等に対して、グループホームとして

定期健診を行っているか。 
   →通院時に職員も同行し健康診断を受けたり、主治医を選定し健康診断を行ったり

している。健康診断は、業務としてではなく、自主的な対応として行っている。 
   ・グループホーム入所者とショートステイ利用者との関係性や難しさはあるか。ま

た、配慮や工夫している点があるか。 
   →利用する階をそれぞれ分けたり、食事の時間をずらしたりと環境調整をしてい

る。また、事前情報から職員全体で利用者の特性を共有している。大きなトラブ

ルが発生すれば早急に対応するが、今のところ大きなトラブルはない。 
   ・緊急時だけではなく、何もないときにショートステイ等で施設を利用して、本人

を知ってもらうことが大切。最近のニュースで（浜松市外の）ある施設では、グ

ループホームと家族の交流・情報共有が進められていないところもあると知り、

残念に思う。本人、家族が施設側に言えないこともあると思われるため、本人は

もちろんだが、家族とも積極的にコミュニケーションを取ってほしい。 
   →家族が不安にならないような体制配備には力を入れている。家族からの意見も踏

まえて、本人の状況に合わせた支援をしている。利用者には直接管理者の連絡先

を伝えたり、発語が難しい人には評価者の母数を増やすために他機関に相談した

りと、グループホームだけで問題を抱え込まないようにしている。 
・昨年度の全体会の助言を踏まえて、改善できるところは改善してもらっており、 

うれしく思う。また、職員は入所者と生活を共にしているため、質の向上ととも 
に職員の満足度についても引き続き考えていってもらいたい。 

   ・緊急時対応事業は、事前に本人の情報を登録して、本人の特性を知った上で緊急

時に施設等が利用できることを目的としている。入所施設だけでなく、グループ

ホームにもその体制作りに協力してもらえるといい。 
   ・訪問看護の利用について、施設側の訪問看護ではなく外部の訪問看護を利用する

ことは可能か。また、訪問看護以外のサービス利用は可能か。 
   →利用者の 6 割程度は施設側の自前の訪問看護を利用しているが、それ以外は外部

の訪問看護を利用している。介護保険の併用であったり、外部サービスでヘルパ

ーの利用をしたりしている。 
   ・グループホームの地域住民への説明や理解度はどの程度あると感じているか。 
   →当初グループホームの認知度は低かったと思うが、生活するうちに交流ができて

認知度が上がってきた。自治会の活動に参加したり、あえて日中に買い物に行っ

たりしている。また、近隣店舗等を含め地域へあいさつ回りをしたり、建設時に



は事前説明会を行ったりして、理解を得るようにしている。 
   ・生まれてから死ぬまで切れ目のない支援が必要だと感じた。幼少期からの障害者

支援が整うといいと思う。 
  ・一昔前は山間部にしか入所施設がない時代があり、今は地域に入所できる施設が 

あること自体、障害者への理解が進んでいるということだと思う。支援者側とし 
て、出てくる課題を地域に発信できるといい。 

  ・グループホーム側は素晴らしい取り組みをしていると感じた。日中支援型のグル 
ープホームの強みはなんなのか。どう生かしていくかが大切。また、医療度が高 
くなるとグループホームだけでは対応できないこともあると思う。他機関と連携 
しながら対応・検討していくことができるといいと思う。 

 
（４）その他協議事項 
  ・特になし 

 
４ 閉 会 事務局 
 

以上  






































































































